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おねがい 
 
本ポンプの取扱いについては、付属の取扱説明書を良く読んで正しくご使用ください。 
 
● 本ポンプをいつでも正常にご使用できます様にメンテナンス（可搬消防ポンプ整備資格

者等）と定期点検（政令で定める点検は有資格者）を行って下さい。 
● 警告表示 
本製品の取扱い上、特にご留意して頂きたい項目には、本機に 3 種類の警告表示をして
あります 

   
・・取扱いを誤った場合に死亡又は重症を負う危険が切迫して生じることが想定さ

れる場合 
・・取扱いを誤った場合に死亡又は重症を負う危険性が想定される場合 
 
・・取扱いを誤った場合に軽傷又は物的損害の発生が想定される場合 

 
お願い：本機に貼付されている警告ラベルの表示が読みにくくなった場合や、はがれそう

になった場合は、すぐに貼り替えて下さい。 
 

○ 制御盤等の工事は、電気工事の有資格者の施工を推奨します。 
○ 必要に応じて落雷（誘導雷）の対策を施して下さい。 

 

本機の設置にあたっては、諸法令、規則等を熟読、熟知のうえ着工して下さい。 

尚、特定施設用関連改正法令を下記に示します。 

 

１） 平成２０年総務省令第１５５号 

２） 平成２０年総務省令第１５６号 

３） 平成２０年消防庁告示第２５号 

４） 平成２０年消防庁告示第２７号 

５） 平成２０年消防庁告示第２８号 

６） 平成２０年消防庁告示第２９号 

!  危険 

!  警告 

! 注意 
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設置要領

１． ポンプの設定

ポンプは保守点検に便利で、延焼等危険のない場所に設置の上、以下の内容に注意して下

さい。

１）換気に注意して下さい。

   ポンプはＬＰＧガスエンジンにて駆動するため、充分な給気と排気が出来るようにポンプ

のまわりを囲まないで下さい。   

２）高温多湿をさけて下さい。

   高温，多湿による腐蝕、電子機器の破損、性能低下等の支障をきたさぬように排水、換気

には十分注意して下さい。又、凍結の恐れのある地域では冬期の凍結防止措置（ポンプ及

び配管等）を講じてください。

３）スペースを設けて下さい。

   操作、点検ばかりでなく、安全性及び法令上ポンプ本機や水槽から壁面まで十分距離をと

って下さい。尚、十分なスペースがとれない場合、所轄の消防署に確認して下さい。

   （Ｐ９資料１：レイアウト図（オプション水槽使用時）参照）

２． ポンプ本機の固定

      ポンプの据え付けは強固な基礎に固定して下さい。

１）ポンプ本機取付けやボルト位置はＰ９資料２：ポンプ本機の固定を参照して下さい。

２）固定用基礎ボルトはＬ又はＪ形Ｍ１０×２００（JIS B-1178）相当品を使用して下さい。

３）締付けは必ずナットおよびバネ座金を用いて、各ネジ共均等に締め付けて下さい。

４）基礎コンクリート台の高さを床面より５０ｍｍ～２００ｍｍとすると設置上便利です。

５）床面は吸水側に向かって若干の下り勾配（1/50～1/100）にして下さい。

  

３． 燃料、燃料配管

  ポンプの燃料はＬＰＧを使用します。以下の内容に注意して設置して下さい。

１）燃料はＬＰＧ（プロパン９５％以上）を使用して下さい。

２）ＬＰＧボンベは８ｋｇ以上のものを使用して下さい。

３）ＬＰＧボンベからポンプまでの燃料配管は、ＬＰＧ用高圧

ホースを使用して下さい。高圧ホースはＬＰガス販売店に

別途手配して下さい。

４）レギュレータはポンプに装備されていますので、ＬＰＧボ

ンベ側にはレギュレータを取り付けないでください。

高圧ホース取り付け部

（Rp１／４）
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５）ＬＰＧボンベ及び高圧ホースの設置は、ＬＰガス販売店又は有資格者に依頼して下さい。 

 

４． ２０００Ｌ水槽（オプション設定）を使用の場合 

１）吸水管の配管方法 

  配管方法は、Ｐ９資料１：レイアウト図（オプション水槽使用時）及びＰ１１資料３：配

管図を参照して下さい。また以下の項目に注意の上、配管して下さい。 

① 吸水管径は付属の４０Ａフレキシブルホースを使用して下さい。               

② ボールバルブは付属品を使用の上、ポンプに直接取付けずに水槽とフレキシブルホー

スの間に取付けて下さい。またボールバルブの支え用に付属ブラケットを使用して下

さい。 

③ 吸水管のフランジは気密に注意して締め付けて下さい。 

 

２）吐出管の配管方法 

  配管方法は、Ｐ９資料１：レイアウト図（オプション水槽使用時）及びＰ１１資料３：配

管図を参照下さい。また以下の項目に注意の上、配管下さい。 

① 管径（鋼管）は付属の３２Ａ鋼管およびフレキシブルホースを使用下さい。 

② 逆止弁は付属のチャッキバルブを使用下さい。 

③ 吐出側の水槽付近に付属の試験用流量調整バルブを取付けて下さい。 

④ 流量計や圧力計は、付属品を使用下さい。 

⑤ 吐出管の接続部は気密に注意して締め付けて下さい。 

         

３）２０００Ｌ水槽（オプション設定）の設置方法    

① 水槽取付け等はＰ９資料１：レイアウト図（オプション水槽使用時）を参照下さい。 

② 固定用基礎ボルトは、Ｌ又はＪ形Ｍ１０×２００(JIS B-1178)相当品を使用下さい。 

③ 締付けは必ずナットおよびバネ座金を用いて、各ネジ共均等に締め付けて下さい。 

④ 基礎コンクリート台は水平で平滑な面で全面支持にして下さい。 

※その他、水槽の据え付け等は水槽の取扱説明書を参照して下さい。 
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５． 地上水槽（オプション設定以外）を使用の場合 

１）吸水管の配管方法 

   配管方法はＰ１２資料４：配管図（地上水槽使用時）を参照して下さい。 

尚、取付けにあたり以下の項目に注意して下さい。 

① 吸水管径は４０Ａとなります。４０Ａより小さい管径は性能に影響が出る為、使用し

ないで下さい。 

② 耐震措置及びエンジン振動吸収として、フレキシブルホースを必ず使用下さい。フラ

ンジはルーズタイプを使用下さい。（Ｐ１３資料５：フレキシブルホース選定基準参

照）                                       

③ ボールバルブは水槽とフレキシブルホースの間に取付けて下さい。 

④ 吸水管長は出来るだけ短く、曲がりの数は最小にして下さい。 

⑤ 吸水管のフランジは気密に注意して締め付けて下さい。 

⑥ 吸水管（水槽内）にはストレーナを取付けることを推奨します。 

 

２）吐出管の配管方法 

  配管方法は、Ｐ１２資料４：配管図（地上水槽使用時）を参照して下さい。 

尚、配管にあたり次の項目に注意して下さい。 

① 管径（鋼管）は３２Ａ鋼管を使用下さい。（Ｐ２２資料１３－１,Ｐ２３資料１３－２

摩擦損失水頭図参照） 

② 耐震措置及びエンジン振動吸収としてフレキシブルホースを必ず使用下さい。     

（Ｐ１３資料５：フレキシブルホース選定基準参照）   

③ 吐出管は出来るだけ曲がりの数を少なくして下さい。 

④ 付属の３方バルブは必ず水槽とスプリンクラーの分岐点に取付けて下さい。 

⑤ 付属のチャッキバルブ（逆止弁）は必ず３方バルブとスプリンクラーの間に取付けて

下さい。 

⑥ 付属の流量計・圧力計は必ず３方バルブと吐出フレキシブルホースとの間に取付けて

下さい。 

⑦ 吐出側の水槽付近には試験用流量調整バルブを取付けて下さい。 

⑤ 吐出管の接続部は気密に注意して締め付けて下さい。 
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６． 制御盤の取付（Ｐ１４資料６：制御盤 取付穴寸法参照） 

１）制御盤は、取付ピッチにて操作性を考慮した場所に取付けて下さい。 

 

７． 機器間の配管及び結線 

１）配管 

① 電線管（鋼製及び相当品）は地中埋設を原則とします。但し、困難な場合は消防

用設備基準により施設して下さい。 

         ② 電線管先端は必ずブッシングを使用し、電線の保護を図って下さい。又、制御盤と

の固定はロックナット（ダブル）を使用して下さい。 

２）結線（Ｐ１５資料７：端子間結線図参照） 

         ① 本機と制御盤の結線は耐火電線（消防用設備基準）を使用して下さい。           

        ② 制御盤の端子台との接続は、丸形圧着端子（制御盤側３ｍｍ用、本機側３．５ｍｍm

用）を使用し確実に固定して下さい。（フォーク形端子は使用しないで下さい） 

     ③ 火災報知器との連動は制御盤に接続して下さい。 

        ④ 制御盤の入力電源（１００Ｖ）はコンセントを使用せず、配電盤から直接配線して

下さい。また、他の電気回路の開閉器によって遮断されない配線にして下さい。 

         ⑤ 落雷対策用にサージアブソーバが装備されております。但し、直撃雷には対応でき

ません。 
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８． ＬＰＧボンベ残量計（オプション設定） 

１）外観図はＰ１６資料８：ＬＰＧボンベ残量計外観図を参照下さい。 

２）本品は８ｋｇボンベ専用品です。８ｋｇボンベ以外には使用しないで下さい。 

 

 

３）付属のワイヤ（２本）をボンベの手持ち部に、 

左右均等の長さになる様に引っ掛けて下さい。 

確実に引っ掛かっていることを確認して下さい。 

 

 

 

 

 

４）ワイヤをシャックルに通し、 

確実に引っ掛かっていることを確認して下さい。 

 

 

 

 

 

 

５）８ｋｇボンベがフル充填の状態にて、 

レベルＦを示すことを確認して下さい。 

     

 

 

 

 

６）レベル１／２を目安にガスを 

充填して下さい。 
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９． 試験配管の吐出量調整方法 
 

Ｐ９資料１：レイアウト図（オプション水槽使用時）を参照し、以下の要領で試験配管 

の吐出量／吐出圧を施設が必要とする値※となる様 調整して下さい。 

（※施設が必要とする値：施設における配管抵抗等の損失を考慮した値） 

 

１）⑤３方バルブ（常時／試験時切換バルブ）を“試験”側に切り換える。 

２）②吐出用流量調整バルブを全開にする。 

３）⑪ボールバルブ（水槽側）を全開にする。 

４）制御盤のフタを開け、基板上の「TEST」スイッチを押しポンプを始動する。 

５）③流量計および④圧力計の表示が安定するのを待つ。 

６）⑦試験用流量調整バルブにて、③流量計の指示値が施設が必要とする吐出量となる様    

調整する。 

７）②吐出用流量調整バルブにて、④圧力計の指示値が施設が必要とする吐出圧より 

0.02MPa 程度 高めの圧力となる様調整する。 

８）上記の６）と７）を交互に行い、微調整する。 

９）制御盤の停止スイッチを押し、ポンプを停止する。 

１０）⑤３方バルブ（常時／試験時切換バルブ）を“常時”側に切り換える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 











資料５ フレキシブルホースの選定基準

消防予代199号（平成5年6月30日）による認定品を使用して下さい。

選定は下表の条件にて長さを決定して下さい。

【吐出管】 ※ユニオン付きタイプ

32 1 1/4

(mm) (ｲﾝﾁ)

20 35 50 60 85 110

消防危第20号（ （財）日本消防設備安全センター認定 ）

【吸水管】 ※フランジ付きルーズタイプ

40 1 1/2

(mm) (ｲﾝﾁ)

30 45 55 70 95 120

消防危第20号（ （財）日本消防設備安全センター認定 ）

最大軸直角変位置
（h：mm）

口径 フレキシブルホースの全長（L：mm）

最大軸直角変位置
（h：mm）

300 400 500 600 800 1000

口径 フレキシブルホースの全長（L：mm）

300 400 500 600 800 1000

h
（
最
大
軸
直
角
変
位
置
）

L（ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎｰｽの全長）

h
（
最
大
軸
直
角
変
位
置
）

L（ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎｰｽの全長）

-13- 100701



資料６ 制御盤 取付穴寸法 及び盤内概略図

端子台

プログラムリレー プリント基盤

自動充電器

制御盤内 概略図

制御盤取付穴寸法

-14- 100701
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資料11-2

仕様

型式 JS800

交流入力 相数 単相

定格電圧 AC100V±10%

周波数 50～60Hz

直流出力 充電電圧 14.4V

充電電流 0.8A（最大）

効率 85%

周囲温度 -20～50℃

冷却方式 自然対流

環境性能 防滴・防塵 IP65

機能 逆接続 エラー表示

端子間ショート 自動遮断

高温保護 電圧抑制

本体サイズ L×W×H 141×51×36

質量 300ｇ

自動充電器仕様書

-20- 140808
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資料12 GH140AM 回路図
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資料１４ 
  オプション一覧 
 

１．水槽（2000L)一式・・・・・・・・・・詳細、Ｐ１１資料３：配管図参照下さい。 
 
          構成部品・・・・・ 水槽 2000L 

フレキシブルホース 
                    パイプ、チーズ、ブッシング、ニップル 

エルボ、ユニオン、フランジ 
ゲートバルブ、ボールバルブ、ブラケット  

 
２．ＬＰＧ残量計      ・・・・・・詳細、Ｐ１５資料８：ＬＰＧボンベ残量   

計外観図参照下さい。 
 

          構成部品・・・・・・ボルダーＡＳＳＹ 
                    フレーム 

ラベル（ゲージ用） 
シャックル 
ワイヤー 
アイナット  
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Ⅲ 主 要 諸 元  ①ポンプ本体 
 

総 合 呼 称 GH140AM (特定施設用加圧送水装置） 
認   定   番   号 PTEA1-46号 
型   式   記   号 GH-140-A-M 

全長×全幅×全高 715 × 635 × 670mm 

加
圧
送
水
装
置 乾   燥   質   量 72Kg 

形           式 片吸込 1段タービンポンプ 

吸水管フランジ 呼 40（10K FF） 

吐   出   口   径 呼 32 

定  格  吐  出  量 140ℓ/min 280ℓ/min 

定  格  全  揚  程 60m 50m 

吸   水   方   式 地上水槽 

ポ 

ン 

プ 

関 

係 

駆 動 伝 達 装 置 エンジン直結 

形           式 
傾斜形単気筒空冷（OHV） 

４ストローク LPガスエンジン 

出           力 5.6kW 

定  格  回  転  数 3600r/min 

内  径  ×  行  程 88×64mm 

総   排   気   量 389ｍℓ 

冷   却   方   式 強制空冷式 

燃           料 LPガス（プロパン含有量９５％以上） 

燃 料 供 給 方 式 ミキサー式 

燃 料 消 費 量 約 2.7kg/Hr 約 2.8kg/Hr 

燃料タンク容量※１ 8kg以上 

潤   滑   方   式 強制飛沫式 

エンジンオイル API分類 SG・SH・SJ・SL・SM級の SAE 10W-30 

エンジンオイル量 1.1ℓ 

始   動   方   式 制御盤／火報連動 自動始動式（セルスタータ式） 

点   火   方   式 トランジスタ式マグネト方式 

点 火 プ ラ グ NGK BPR6ES 

エ 

ン 

ジ 

ン 

関 

係 

バ ッ テ リ 容 量 12V18Ah/10Hr（密閉式） 

※１ 本製品に燃料タンク（ガスボンベ）、LPG用高圧ホースは付属していません 
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Ⅲ 主 要 諸 元 ②制御盤 

 
型  式  記  号 GH-A-M 

寸        法 300×400×120mm 
制  御  電  圧 DC12V 

遠  隔  自火報連動 始 

動 

方 

式 

試  験
制御盤内試験スイッチ 

（TESTスイッチ） 

始 動 不 能 表 示 スタータ作動回数 9回 

送 水 不 能 表 示 水槽水位低下時 

油 量 異 常 停 止 エンジンオイルレベル低下時 

保 

安 

装 

置 警   報  装  置 警告ランプ点滅 

停  止  方  式 停止スイッチ（保護カバー付） 

制 
 

御 
 

盤 

充   電    器
自動充電器 

   （入力 AC100V-出力 DC12V） 

圧  力  計 0～1.0MPa 
性能試験装置  

流  量  計 70～360ℓ/min 

止  水  弁 TN（32A） 

逆  止  弁 R（32A） 

地  上  水   槽 ポリエチレン 2000ℓ 
オ プ シ ョ ン 

L P ガス残量計 8kg用 

 
                         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Ⅳ　GH140AM性能曲線
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